


・大学等の研究機関において生産された学術

論文等、 さまざまな教育研究成果を機関内

に設置したリポジトリサーバに収集・蓄積し、

無償で公開する情報発信基地。

・すでに国内で６６大学が公開中。

（試験運用を含む）

・世界では約８００機関が公開中

学術機関リポジトリとは



福島大学
学術機関リポジトリの目的

・大学が確保しておくべき多様な学術コンテンツの

中で、とくに大学の教育研究活動の成果である学

術情報の収集、保存、その組織化及び発信のため

の仕組みとして、近年「学術機関リポジトリ」が注目

され、その構築が急務の課題となっている。

・学内の知的生産物を収集、統合し、地域に向って
開示することは大学の責務の一つ。



福島大学
学術機関リポジトリの特徴

・学内で生産される教育研究成果の一元的

管理と発信

・総合教育研究センターと連携した現職教員

支援

・授業実践映像の活用



リポジトリを活用するメリット



リポジトリの仕組み





リポジトリに登録するコンテンツ

【研究の成果】

・学術雑誌掲載論文 ・紀要論文

・修士論文、博士論文 ・学会発表資料

・科学研究費報告書 ・プレプリント

【教育の成果】

・講義資料 ・教材

・シラバス ・授業実践映像

…etc



教育研究成果の提供は
電子メールで送るだけ！

・教育研究の成果は、ご自分の研究室からメー

ルでお送りください。

・ファイルの形式は問いません。

・送付していただいた論文は、図書館で著作権

上の確認を行い、リポジトリに登録して公開い

たします。



登録までの流れ
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学術論文の登録には
著者最終版でご提供ください

・学術雑誌に投稿した論文には，著者版（著

者の手元にある原稿）と、出版社版（出版

社が編集・レイアウトしたもの）があります。

多くの出版社では、著者版での公開を認め

ています。

・著者版のうち、査読が済み掲載許諾を受け

た最終原稿が「著者最終版」です。



リポジトリについての問合せ先

◆リポジトリに関すること

学術情報グループ（内線２６１８）

◆システムに関すること

情報基盤グループ（内線２６８５）



リポジトリの取り組み（H17)

5/24 学術・教育情報専門委員会

（学術情報に関わる課題について）

7/13 情報メディア委員会（専門委員会報告）

11/9 学術・教育情報専門委員会（学術機関

リポジトリ設置構想-WGの設置）

12/26～学術機関リポジトリWG

2/28 学術・教育情報専門委員会（WG報告）

3/9 情報メディア委員会（専門委員会報告）



リポジトリの取り組み（H18)

5/22 役員懇談会（学術機関リポジトリの構築

について－CSI委託事業報告了承）

6/6 図書館運営委員会（CSI委託事業）

7/11 図書館運営委員会（ CSI委託事業報告）

8/25 情報メディア委員会（ＩＲ構築について）

10/2 学術コンテンツ作成開始（紀要等の電子

化）



リポジトリの取り組み（H18)

1/17 情報メディア委員会（規程整備）

1/19 図書館運営委員会（委託事業関係報告）

2/6 学術・教育情報専門委員会（規程・体制）

3/5 役員会（「福島大学学術機関リポジトリ」

の構築）

3/6 教育研究評議会（同上）

3/ 情報メディア委員会（規程整備）



リポジトリの取り組み（H19)

4/16 役員会（附属図書館の理念と目標）

4/17 教育研究評議会（同上）

4/26 情報メディア委員会（19年度の課題）

4/26 学術・教育情報専門委員会（規程の

改正、IR推進日程）

5/22 図書館運営委員会（IR作業部会

メンバー選出、19年度課題確認）



リポジトリの取り組み（H19)

6/25 リポジトリパンフレット配布

7/5 学術・教育情報専門委員会（作業部会

メンバーの確認）

7/5 IR作業部会合同会議（学術機関リポ

ジトリの推進）

7/25 福島大学学術機関リポジトリ講演会

（講師：佐藤義則東北学院大学教授）



リポジトリの取り組み（H19)

8/2 IR学術コンテンツ部会（学術コンテ

ンツの確定）

9/18 役員会（IR構築のスケジュール）

9/18 教育研究評議会（同上）

10/16 IR作業部会合同会議

10/16～各学類長、センター長へIR登録要請

10/22 IR名称・愛称募集開始



リポジトリの取り組み（H19)

10/24 行政社会学会との懇談会

10/25 IR登録著作権許諾手続き開始

10/30 コンテンツ登録開始

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

12月 試験公開

12月 本公開に向けた広報活動

1月 学類教員会議での説明会

2月 本公開



先生方の

ご理解とご協力を

お願いいたします。


